
財務と非財務を統合した価値創造ツリー
九電グループは、ROICツリーをROIC経営の理解浸透や各従業員の業務レベルへの落とし込みに活用しています。
また、ROICツリーと非財務の取組みを紐づけることで、財務と非財務を一体的に捉え、企業価値向上に向けてPDCAサイクルを回しています。 
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主な非財務の取組み（年度の記載がないものは2035年度目標） 

 マテリアリティ解決に向けた取組みの詳細は、サステナビリティレポート P.5

事業環境を踏まえた販売戦略の推進

人的資本経営の推進／労働生産性向上

資材調達・工事の効率化

電力需要創出販売電力量
拡大 競争力のある供給力確保

安定供給等を踏まえた設備のスリム化・最適化

既存プロジェクトのバリューアップ

新規・成長
事業拡大

新規プロジェクトの探索・開発力向上

収益性・リスク等を踏まえた資産ポートフォリオの構築

固定費削減

投資回転率向上

燃料費等の削減、リスク低減

収支・財務基盤の安定化

DX・技術基盤の強化

電力の安定供給維持

収益性・リスク等を踏まえた投資の見極め／選択と集中

ガバナンスの強化

燃料・資材等の在庫最適化・削減

主な取組み内容

電化の推進 1 • 九州の電化率向上に貢献：家庭部門75%、業務部門65%

電源の低・脱炭素化 1

• 【再エネの主力電源化】再エネ電力販売量：370億kWh（330億kWh［2030年］）
• 【原子力の最大限の活用】計画外停止ゼロ
•  【火力発電の低炭素化】省エネ法ベンチマーク指標の達成［2030年度］／ 
水素1%、アンモニア20%混焼技術の確立［2030年度］

• 【送配電ネットワークの高度化】再エネ導入拡大に向けたネットワーク設備の運用高度化
• 【非化石電源目標の達成】非化石電源比率：44%以上［2030年］

地域経済の活性化 3
• 企業と自治体の新規マッチング数：50社以上［2030年度までの累計］
• 地域経済の基盤を維持・成長させる新規事業の事業化件数：2件以上［2030年度までの累計］

快適で持続可能なまちづくり 3
• 地域共創ビジネス創出件数：8件（九州内支店エリア各１件以上）［2030年度までの累計］
• 九州内支店エリアにおける都市開発案件への参画：10件（年1件）以上［2030年度までの累計］

ソリューションの高度化 2 • 各事業領域でのプラットフォーム型ビジネス展開、データ活用によるソリューションの高度化

省エネの推進 1 • エネルギー消費原単位の低減：年1%以上低減（直近5か年平均）［2030年度も同じ］

デジタル技術を活用した抜本的な業務改革 5
• DXによる利益創出効果：400億円程度［2030年度までの累計］
• DX個別計画の実行支援件数：50件［2025年度］

企業変革に資するデータ活用の推進 5
• データ活用（高度分析）取組み件数：36件［2027年度までの累計］
• データ流通件数：20業務［2027年度までの累計］

DXやシステム開発を推進するための人材の育成・確保 5 • DX人材の育成：650名、高度IT人材の育成：15人以上［2027年度］

人と組織の進化による価値創出 4
• チャレンジ活動件数：5,000件［2030年度］、10,000件［2035年度］
• 事業・サービス化件数：30件以上［2030年度までの累計］

経営戦略の実現に必要な人材の獲得・育成 4 • 人材ポートフォリオに基づく人材の獲得・育成

自らの可能性にチャレンジできる仕組みづくり 4 • 自律的な挑戦実施率：50%、成長実感：80%

多様な人材が活躍できる環境づくり 4 • 女性管理職比率2倍以上（課長以上ポスト：3.0%、副長以上：5.0%）［2028年度］

エネルギーの安定供給 2 • 一軒当たりの平均停電時間：世界トップレベルの維持／公衆感電事故発生件数：ゼロ

ステークホルダーエンゲージメントの充実  6 • 九電グループへの信頼度：80%以上

コーポレートガバナンスの実効性向上 6
• 取締役会の多様性・適正規模の確保（社外取締役比率等）
• モニタリング体制の充実／指名・報酬に関する透明性・客観性確保

サプライチェーンマネジメントの強化 6 • 主要なお取引先とのサステナビリティに関する意見交換の実施：50社［2025年度までの累計］

 総合エネルギーサービス事業　  成長事業 関連するマテリアリティ： 1  カーボンマイナスへの挑戦　 2  多様なニーズを叶えるソリューション進化　 3  地域共創による価値創造と成長　 4  価値創出に向けた人的資本経営　 5  企業変革をリードするDX推進　 6  革新と成長を支えるガバナンス強化
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